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これを具体的に調べるために変形振動子クオーク (DOQ) 模型を用いてフレーバー SU(3) バリオンの系統的な考
察を試みた。 DOQ 模型は空間変形した閉じ込めポテンシャルのみを持つ 1 -パラメーターの構成的クオーク模型で




ていることがわかっている O そこで、励起バリオンの空間変形を詳しく調べるために、 DOQ 模型で得られる空間変
形した波動関数を用いて、電磁相互作用による異バンド間遷移振幅 (N γ →炉(ム))と強相互作用による同バンド間





















た変形振動子クオーク (DOQ) 模型を提唱し、実際に DOQ 模型がバリオンの励起スペクトルをほぼ完全に再現す
ることを示した。
パリオンの変形を実験で確かめる為にバリオン聞の電磁選移やパイ中間遷移を定式化し、更に、数値計算すること
により存在するデータとの比較及び予言を行った。また、基礎的な理論からのパリオン構造の理解の為の双対ギンツ
プルグーランダウ理論での考察も行っている o
申請者の研究結果はバリオンのクオーク構造におけるグルオンの役割に新しい見地を確立したものとして高く評価
できる。
博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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